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1. 背景 
1-1. 社会的背景「生きづらさを抱える人々」 
日本には，東京歌舞伎町のトー横や，大阪ミナミのグ

リ下と呼ばれるような場所がある。こういった場所には，

虐待やいじめなど，様々な理由から居場所を失った若者

達が集まっており，彼らが違法薬物や傷害事件，性犯罪

などに巻き込まれる状況が問題となっている。 
 人が多い都心でこそ明るみになった問題ではあるが，

家庭や学校での孤立は，全国各地で起こりえる問題であ

る。 
1-2. 建築的背景「均質化した建売住宅」 
現在の住居形態には均質化という問題がある。 
人間は一人一人がそれぞれの性質や感性を持っており，

その趣味嗜好により，心地いいと感じる場所も，その場

所に留まるかどうかも変わってくる。 
それに対し，現在の建売住宅に見られるような，均質

化した住居形態は，現代における居場所づくりに向いて

おらず，むしろ阻害しているといえる。 
 
2. 目的 
トー横やグリ下といった場所は，家庭や学校で孤立し

た人々が，新たなコミュニティを求めてできた場所であ

る。人々が新たなコミュニティを欲しているにもかかわ

らず，それが実現しない要因として，生産性を求めてつ

くられた均質化した建築があるのではないだろうか。 
本設計では，コミュニティの足掛かりとなる空間，時

に逃げ隠れすることを許容する空間をつくることで，建

築によってこれらの問題を解決し，「自由」にふるまえる

居場所づくりを目指す。 
 
3. 対象敷地 
 対象敷地は高知県高知市北川添とする（図 1 参照）。周

辺には商業施設が多く，薊野駅から徒歩 10 分～15 分の場

所であり，西側に弥右衛門公園，北側に河川，南側と東

側に大通りと面している。 
 現在，対象敷地内には集合住宅の他に，温泉施設や商

業施設，運動施設などがある。しかし，形態が均質的で

あるがゆえに，場所が持つポテンシャルを活かしきれず，

人々が孤立する状況を加速させてしまっている。 

 
図 1．対象敷地周辺 

 (国土地理院地図に加筆) 

図 2．公園から見た対象敷地（左）と 
敷地内の集合住宅（右） 

 
4. 設計方針 
 先行研究として，仙田満氏の遊環構造デザインを援用

して，「自由」にふるまえる空間をつくるための条件を設

定した。 
 
4-1. 遊環構造とは 
仙田氏は「困難を乗り越え，生活を楽しむ人として成

長するためのこどもの生育環境」をテーマとしており，

類型化することによって，その本質に迫った。 
「あそび環境の四つの要素」を確認し，「あそび空間の

六つの原空間」で子供たちの遊び行動を調査・分析する

ことによってもたれされたのが，「遊びやすい構造として

の遊環構造」である。 
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図 3．あそびの基本条件と原空間 

 
遊間構造は下記のように定義され，あそび意欲，学習

意欲，探索意欲を喚起する空間構造である。 
〈1〉 循環機能がありこと 
〈2〉 その循環（道）が安全で変化に富んでいること 
〈3〉 そのなかにシンボル性の高い空間，場があるこ

と 
〈4〉 その循環に「めまい」を体験できる部分がある

こと 
〈5〉 近道（ショートカット）ができること 
〈6〉 循環に広場が取り付いていること 
〈7〉 全体がポーラス（多孔質）な空間で構成されて

いること 
元はあそびの行動分析から，こどものあそびやすい空

間構造の原則を導いたものであるが，こどもがあそびや

すい空間は，大人にとっても様々な意欲をかきたてる場

所となりえる。そして，多世代における生きづらさを抱

える人にとっても効果的であると考えたため，遊環構造

の概念を援用し，「自由」にふるまえる居場所の条件を定

義することにした。 
 

4-2. 「自由」にふるまえる居場所の条件 
居場所が形成されるまでの人の行動として，まず，そ

れぞれ価値を持つ場所に対して，好きな場所を選択する。

そこでの体験により新たなコミュニティ，あるいは，お

気に入りの場所が生まれる。すると，休憩するための余

白も必要となってくる。 

 
図 4．居場所の形成 

 
「自由」にふるまえる空間を，違う価値観を持つ人が

集まり，居場所を見つけられる場所，価値観を共有でき

る場所として，以下のように条件を設けた。

 
図 5．「自由」にふるまえる居場所の条件 

 
5. 設計手法 
 周辺環境，空間用途，動線，その他のそれぞれに対し

て，設定した居場所の条件を取り入れていくことで，「自

由」にふるまえる居場所を計画する。 
 
6. 全体計画 
まず，居場所の条件に従ってランドスケープの計画を

行った。 
公園の延長として，地形を隆起・沈降させ、周辺環境

にあわせて・すくすく・チルチル・ワクワク・だんだん

の 4 つの個性的な場所を設定。そこに全体を巡る動線を

設け，建物や植栽に疎密をつけることで，場所に変化を

持たせた。 
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図 6．ランドスケープの設計プロセスと居場所の条件 

図 7. 全体模型写真 
 

7. 各エリアの計画 
 ランドスケープ同様に，周辺環境，空間用途，動線，

その他のそれぞれに対して，設定した居場所の条件を取

り入れながら計画を行った。 
 
7-1. すくすくエリアの計画 
 運動を目的とするすくすくエリアでは，公園側にある

既存の弓道場の屋根の形と，ランドスケープからの連続

で大まかな形を決定し，動線や余白に対する場所をつく

る中で抜け道空間や自由な屋根上の空間を形成する。 

 
図 7．すくすくエリアの設計プロセスと居場所の条件 

 
7-2. チルチルエリアの計画 
 チルチルエリアは，リラックスすることやのんびり一

人時間を過ごすエリアである。 
丘の形を銭湯の屋根に投影し，アトリエなどがある

「自分の世界に入り込む空間」の壁に，水のイメージを

投影した。シェルとアール壁の曲線により，隠れられる

場所がいくつもでき，空間の切り替りが印象的は場所が

できる。 

 
図 8．チルチルエリアの設計プロセスと居場所の条件 
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7-3. ワクワクエリアの計画 
 ワクワクエリアは，勉強だけでなく体験による学習が

できるエリアで，教室棟のほかに音楽やダンスのための

場所がある。 
教室や防音室など，内部の居室から生まれる空間が単

調であるぶん，正面方向をランダムにしたり，箱を積み

木のように組み合わせたりすることで，公園側に位置す

る遊具に負けないくらい楽しそうな空間とする。 

 
図 9．ワクワクエリアの設計プロセスと居場所の条件 

 
7-4. だんだんエリアの計画 
 だんだんエリアは 3～8 戸の集合住宅が乱立するエリア

である。 
住戸をピラミッド状とすることで，各階に十分な自然

光を取り入れることができ，居室の大きさにも変化が生

まれる。さらに，正方形の四角形を崩すことで，平面的

な場所にも疎密を設ける。 

 
 

 
図 10．だんだんエリアの設計プロセスと居場所の条件 

 
8. まとめ 
 各エリアの建築物に対しても，同様にプロセスと条件

の適用を行うことで，「自由」にふるまえる居場所を形成

し，現代の生きづらさを生み出す均質化した住居形態か

ら脱却する。 
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